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取扱説明書・保証書
お買い上げいただきありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項を守らないと、
火災や人身事故になることがあります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の
取り扱いかたを示しています。この取扱説明書をよくお読みのうえ、
製品を安全にお使いください。お読みになったあとは、
いつでも見られるところに必ず保管してください。

CDキャリー
コンポーネントシステム
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警告表示の意味
取扱説明書および製品で
は、次のような表示をして
います。表示の内容をよく
理解してから本文をお読み
ください。

この表示の注意事項を守ら
ないと、火災や感電などに
より死亡や大けがなど人身
事故の原因となります。

この表示の注意事項を守ら
ないと、感電やその他の事
故によりけがをしたり周辺
の家財に損害を与えたりす
ることがあります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

行為を指示する記号

安全のために

この製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、電気
製品はすべて、まちがった使いかたをすると、火災や感電などに
より人身事故になることがあり危険です。
事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。

安全のための注意事項を守る

4～7ペ－ジの注意事項をよくお読みください。製品全般の注意事
項が記載されています。

定期的に点検する

1年に1度は、電源コードに傷みがないか、コンセントと電源プラ
グの間にほこりがたまっていないか、などを点検してください。

故障したら使わない

動作がおかしくなったり、キャビネットや電源コードなどが破損し
ているのに気づいたら、すぐにお買い上げ店またはソニーサービス
窓口、アイワお客様ご相談センターに修理をご依頼ください。

万一、異常が起きたら

1 電源を切る
2 電源プラグを
コンセントから
抜く

3 お買い上げ店ま
たはソニーサー
ビス窓口、アイ
ワお客様ご相談
センターに修理
を依頼する

変な音・においがしたら、
煙が出たら b
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下記の注意事項を守らないと火災・
感電により死亡や大けがの原因
となります。

内部に水や異物を落とさない
水や異物が入ると火災や感電の原因となります。
万一、水や異物が入ったときは、すぐに本体の電源スイッチ
を切り、電源プラグをコンセントから抜き、お買い上げ店ま
たはソニーサービス窓口、アイワお客様ご相談センターにご
相談ください。

電源コードを傷つけない
電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となります。
• 電源コードを加工したり、傷つけたりしない。
• 重いものをのせたり、引っ張ったりしない。
• 熱器具に近づけない。加熱しない。
• 電源コードを抜くときは、必ずプラグを持って抜く。
万一、電源コードが傷んだら、お買い上げ店またはソニー
サービス窓口、アイワお客様ご相談センターに交換をご依頼
ください。

湿気やほこり、油煙、湯気の多い場所や直射日光の
あたる場所には置かない
火災や感電の原因となることがあります。とくに風呂場では
絶対に使用しないでください。

海外では使用しない
交流100Vの電源でお使いください。海外などで、異なる
電源電圧で使用すると、火災や感電の原因となります。

雷が鳴りだしたら、アンテナや電源プラグに
触れない
感電の原因となります。ロッドアンテナ付き製品を屋外で
使用中に、遠くで雷が鳴りだしたときは、落雷を避けるた
め、すぐにアンテナをたたんで使用を中止し、その後は触
れないでください。
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ぬれた手で電源プラグにさわらない
感電の原因となることがあります。

通風孔をふさがない
布をかけたり、毛足の長いじゅうたんや布団の上または壁や
家具に密接して置いて、通風孔をふさがないでください。過
熱して火災や感電の原因となることがあります。

下記の注意事項を守らないとけがをしたり周辺の
家財に損害を与えたりすることがあります。

内部を開けない
感電の原因となることがあります。
内部の点検や修理はお買い上げ店またはソニーサービス窓
口、アイワお客様ご相談センターにご依頼ください。

移動させるとき、長時間使わないときは、
電源プラグを抜く
電源プラグを差し込んだまま移動させると、電源コードが傷
つき、火災や感電の原因となることがあります。
またロッドアンテナ付きの製品を持ち運ぶ際は、目のけがな
どをしないように、アンテナを折りたたんでください。長期
間の外出・旅行のときは安全のため電源プラグをコンセント
から抜いてください。差し込んだままにしていると火災の原
因となることがあります。
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お手入れの際、電源プラグを抜く
電源プラグを差し込んだままお手入れをすると、感電の原因
となることがあります。

安定した場所に置く
ぐらついた台の上や傾いたところなどに置くと、製品が落ち
てけがの原因となることがあります。また、置き場所、取り
付け場所の強度も充分に確認してください。

大音量で長時間つづけて聞きすぎない
耳を刺激するような大きな音量で長時間つづけて聞くと、聴
力に悪い影響を与えることがあります。とくにヘッドホンで
聞くときにご注意ください。呼びかけられて返事ができるく
らいの音量で聞きましょう。

幼児の手の届かない場所に置く
CDトレイなどに手をはさまれ、けがの原因となることがあ
ります。お子さまがさわらぬようにご注意ください。

円形ディスク以外は使用しない
円形以外の特殊な形状（星型、ハート型、カード型など）をしたディスクを使用すると、
高速回転によりディスクが飛び出し、けがの原因となることがあります。

つづき
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 乾電池が液漏れしたとき
乾電池の液が漏れたときは素手で液をさわらない。
液が本体内部に残ることがあるため、ソニーサービス窓口またはアイワお客様ご相談センターにご相談く
ださい。
液が目に入ったときは、失明の原因になることがあるので目をこすらず、すぐに水道水などのきれいな水
で充分洗い、ただちに医師の治療を受けてください。
液が身体や衣服についたときも、やけどやけがの原因になるので、すぐにきれいな水で洗い流し、皮膚に
炎症やけがの症状があるときには医師に相談してください。

• 小さい電池は飲み込む恐れがあるので、乳幼児の手の届くところに置かない。万が一飲み込んだ場合は、
窒息や胃などへの障害の原因になるので、ただちに医師に相談する。

• 機器の表示に合わせて＋と－を正しく入れる。
• 充電しない。
• 火の中に入れない。分解、加熱しない。
• コイン、キー、ネックレスなどの貴金属類と一緒に携帯・保管しない。ショートさせない。
• 液漏れした電池は使わない。
• 使いきった電池は取りはずす。長時間使用しないときや交流電源で使用するときも取りはずす。
• 新しい電池と使用した電池、種類の違う電池を混ぜて使わない。

• 火のそばや直射日光のあたるところ・炎天下の車中など、高温の場所で使用・保管・放置しない。
• 外装のビニールチューブをはがしたり、傷つけたりしない。
• 指定された種類以外の電池は使用しない。

この取扱説明書について
本書では、本体での操作を中心に説明しています。リモコンでの操作のしかたは、本体と違
う場合に明記してあります。
「各部のなまえ」(33、34ページ)も併せてご覧ください。

録音についてのご注意

• 録り直しのきかない録音の場合は、必ず事前にためし録りをしてください。
• CDステレオラジオカセットレコーダーの不具合により録音されなかった場合の録音内容の補償について
は、ご容赦ください。

• あなたが録音したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に無断で使用はできませ
ん。

電池についての安全上のご注意
液漏れ•破裂•発熱•発火•誤飲による大けがや失明を避けるため、下記のことを必ずお
守りください。
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準備,電源コードを接続してください（24ページ参照）。

1 CDボタンを押す。
リモコンでは電源ボタンを押して電源

を入れてから*、ファンクションボタ

ンを繰り返し押して、音源をCDに切
り換えます。

* 本体を乾電池でお使いの場合は、リモコ
ンで電源を入れることはできません。

2 「CD OPEN」部分を押
して、CDぶたを開け、
CDを入れる。
CDシングルもそのまま使え
ます。

3 CDぶたを閉める。

CDを聞く
1 4 2,3

CD OPEN

文字のある面を上に

CD OPEN



9

こ
こ
だ
け
読
ん
で
も

使
え
ま
す

ここだけ読んでも使えます

その他の操作

u

x

こんなときは 押すボタン

音量を調節する 音量U、u

再生を止める x

再生中に一時停止する u（リモコンではX）
もう一度押すと演奏が始まる。

曲の頭に戻す .

次の曲へ進む >

CDを取り出す CD OPEN

電源を入/切する 電源/1スタンバイ

4 uボタン（リモコンではN）
を押す。

再生が始まります。

NX 

曲番

演奏経過時間

本体表示窓

ちょっと一言

リモコンの表示切換ボタンを
押すと、現在の音量が表示さ
れます。
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準備,電源コードを接続してください（24ページ参照）。

1 ラジオ/バンドボタン
を押して、FMまたはAMを選ぶ。

ボタンを押すと自動的に電源が入りま

す。ボタンを押すたびに「FM」と「AM」
の間で切り換わります。

2 .または>ボタンを押し
たままにし、数字が動き始め
たら指を離す。

放送局を自動的に受信して止まります。

受信できなかったときは、.または

>ボタンを繰り返し押して、聞きたい

局の周波数に合わせます。

ラジオを聞く
1 2

. > 本体表示窓

本体表示窓

ステレオ放送
受信時に点灯
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ここだけ読んでも使えます

ちょっと一言

• 本機では、FMステレオ放送
のみステレオで聞くことが
できます。AM、テレビ（1
～3 ch）のステレオ放送は
モノラルになります。

• FMステレオ放送の雑音が多
いときは、FMモード/OSC
ボタン（リモコンではモード
ボタン）を押して、表示窓に
「MONO」を出します。音は
モノラルになります。

• リモコンの表示切換ボタン
を押すと、現在の音量が表
示されます。

その他の操作

こんなときは 押すボタン

音量を調節する 音量U、u

電源を入/切する 電源/1スタンバイ

受信状態をよくする

AM放送のときは
本体を最も受信状態の良い方
へ向ける。

FM（テレビ1～3 ch）放送
のときは
ロッドアンテナを伸ばし向
きを変える。
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準備,電源コードを接続してください（24ページ参照）。

1 電源/1スタンバイ/テープボ
タンを押して電源オフ状態に
する。

2 x/Zボタンを押してカセッ
トぶたを開け、カセットを
入れる。
TYPE I （ノーマル）テープをお使

いください。

3 Nボタンを押す。
再生が始まります。

テープを聞く－TYPE I（ノーマル）テープ専用

聞きたい面を手前に

3 31 2 2
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ここだけ読んでも使えます

その他の操作

x/Z

x/Z

X

X

こんなときは 押すボタン

音量を調節する 音量U、u

再生を止める x/Z

早送りや巻戻しをする mまたはM

再生中に一時停止する X

もう一度押すと演奏が始まる。

カセットを取り出す x/Z

電源を入/切する 電源/1スタンバイ/テープ

ちょっと一言

DECK 2のテープに続けて
DECK 1のテープを再生でき
ます。DECK 2の演奏中に、
DECK 1のXボタンを押して
からNボタンを押します。

DECK 2の演奏が終わると、
DECK 1のXボタンが戻り、

DECK 1の演奏が始まりま
す。
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準備,電源コードを接続してください（24ページ参照）。

1 デッキ

DECK 1のx/Zボタンを押
して、録音用カセットを入れ
る。

TYPE I （ノーマル）テープをお使い
ください。

2 録音するものを選ぶ。

CDを録音するとき
CDボタンを押して音源をCDに切り換
えて、CDを入れる（8ページ参照）。

ラジオを録音するとき

ラジオ/バンドボタンを押してFMま
たはAMを選び、録音する局を受信
する(10ページ参照)。

テープからテープへ録音するとき

電源/1スタンバイ/テープボタンを
押して電源を切り、DECK 2に再生
するカセットを入れる。

本体表示窓

録音をする面を手前に

録音する－TYPE I（ノーマル）テープ専用

3 32 1 3

本体表示窓
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ここだけ読んでも使えます

3 録音を始める。

CDやラジオを録音するとき
DECK 1のzボタンを押す。

Nボタンが同時に押され、録音が始

まります。

テープを録音するとき

DECK 1のXボタンを押してからzボ

タンを押す。

Nボタンが同時に押され、電源が

入って録音待機状態になります。

(高速ダビングのときは、ダビングス
ピードボタンを押して、倍速タビング

ランプを点灯させる。)
続けてDECK 2のNボタンを押す。

DECK 1のXボタンが解除され、録音

が始まります。

その他の操作

x/Z

X

z

こんなときは 押すボタン

録音を止める DECK 1のx/Z

録音を一時停止する DECK 1のX

もう一度押すと録音が始まる。

電源を入/切する 電源/1スタンバイ/テープ

ちょっと一言

• 録音中、音量や音質（21
ページ参照）を変えても録
音される音は変わりませ
ん。

• 録音するときは、乾電池で
はなく付属の電源コードを
使用することをおすすめし
ます。

• AM放送を録音するとき、手
順3のzボタンを押したあと
ピーという雑音が出ていた
ら、FMモード/OSCボタン
を押して雑音が消える状態
を選んでください。

• 録音した音を消去するには
1 電源/1スタンバイ/テープ
ボタンを押して電源を切
る。

2 DECK 1に音を消したい
カセットを入れる。

3 DECK 1のzボタンを押
す。

DECK 1

DECK 2
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CDの再生

聞きたい曲を選ぶ
（ダイレクト選曲/サーチ）

数字ボタンですぐに聞きたい曲の演奏が始め
られます。.、>ボタンで曲の中の聞
きたい部分を探すこともできます。

>

.

選びかた/探しかた

曲番で直接選ぶ
(ダイレクト選曲)

聞きながら探す
(サーチ)

表示窓の演奏時間を
見ながら探す

ご注意

プログラム再生中はダイレクト選曲はできません。

ちょっと一言

10曲目以降の曲を選ぶときは、＋10ボタンを押し
たあと、4秒以内に次の数字ボタンを押します。
例：10曲目を選ぶときは、＋10→0の順に押しま
す。

23曲目を選ぶときは、＋10→＋10→3の順に押し
ます。

繰り返し聞く
（リピート演奏）

CDの全曲または1曲を繰り返して聞くことが
できます。プログラム演奏を繰り返すことも
できます。

N

>

.

1 ファンクションボタンを繰り返し
押して(本体ではCDボタンを押し
て)音源をCDに切り換えて、CD
を入れる。

2 次の操作をする。

リピートの
種類

1曲だけ繰り
返す

全曲を繰り
返す

プログラム
した曲順で
繰り返す

操作のしかた

聞きたい曲番の数字ボタン
を押す。

演奏中に>または.ボ
タンを押したままにする。

一時停止中に>または
.ボタンを押したままに
する。

操作のしかた

1 くり返しボタンを押して
「  1」を表示させる。

2 数字ボタンを押して曲を
選ぶ。(本体では.また
は>ボタンで曲を選ん
でuボタンを押す。)

1 くり返しボタンを押して
「 」を表示させる。

2 Nボタンを押す。

1 プログラムする(17ペー
ジ参照)。

2 くり返しボタンを押して
「 」を表示させる。

3 Nボタンを押す。
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Ｃ
Ｄ
の
再
生

聞きたい曲を好きな順
に聞く （プログラム演奏）

聞きたい曲を聞きたい順に30曲までプログラ
ムすることができます。

x

N

1 ファンクションボタンを繰り返し
押して(本体ではCDボタンを押し
て)音源をCDに切り換えて、CD
を入れる。

2 停止中にxボタンを押したままに
し、「M」が点滅したら指を離
す。

リピート再生をやめるには
くり返しボタンを押して「 」表示を消しま
す。

次のページへつづく
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プログラムでの曲順

プログラムでの次の曲順

3 聞きたい順に、曲番の数字ボタン
を押す。
（本体では、.または>ボタンを押
して曲番を選んでから、xボタンを押し
ます。）
選んだ曲番

選んだ曲番とプログラムでの曲順を数
秒間表示したあと、次のプログラム画面
に変わります。

この操作を繰り返します。

4 xボタンを押したままにし、「M」
が点滅から点灯に変わったら指を
離す。

5 Nボタン（本体ではuボタン）
を押す。
プログラムした順に再生が始まります。

プログラムを取り消すには
停止中にxボタンを押して「M」表示を消し
ます。

CDぶたを開けたときも取り消されます。

曲順を確認するには
停止中に.または>ボタンを押します。

プログラムを変更するには

CDぶたを開けるか、停止中にxボタンを押
して現在のプログラムの内容を消してから、
プログラムし直します。

ちょっと一言

プログラム演奏を録音するには、プログラムを作っ
てから、DECK １に録音用カセットを入れ、zボ
タンを押して録音を始めます。

聞きたい曲を好きな順に聞く （つづき）
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ラ
ジ
オ

ラジオ

放送局を記憶させる
受信状態の良い放送局を記憶させ、次からは
記憶させた番号（プリセット番号）でその局
を選ぶことができます。FM、AM各15局ず
つ、合計30局まで記憶できます。

x

1 ラジオ/バンドボタンを押して、
FMまたはAMを選ぶ。

2 .または>ボタンを押して記
憶させたい放送局を受信する。

3 xボタンを押して「M」を表示さ
せる。
選んだ放送局が、プリセット番号1から
順に記憶されます。

記憶させた放送局を
聞く（プリセット選局）
あらかじめ記憶させておいた放送局を、簡単
に選ぶことができます。

x

1 ラジオ/バンドボタンを押して、
FMまたはAMを選ぶ。

2 プリセットボタン（リモコンでは
Nボタン）を繰り返し押して、
聞きたい局のプリセット番号を選
ぶ。

リモコンでは

1 バンドボタンを押して、FMまたはAMを選ぶ。
2 数字ボタンを押して聞きたい局のプリセット番号
を選ぶ。
例：プリセット番号10の放送局を聞くときは、
＋10→0の順に押します。
プリセット番号15の放送局を聞くときは、＋10
→5の順に押します。
＋10ボタンを押したときは、4秒以内に次の数字
ボタンを押してください。

プリセット番号

プリセットした局の周波数

次のページへつづく
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AMのステップ周波数を切り換えるには
本機は日本国内用に、AMの周波数間隔をあ
らかじめ9kHzに設定してありますが、
10kHzに切り換えることもできます。
1 本体のラジオ/バンドボタンを押してFMを
選ぶ。

2 ラジオ/バンドボタンを押したまま本体のx

ボタンを押す。
「AM 530 kHz」が表示され、10kHz間隔
に切り換わります。

9kHz間隔に戻すには、もう一度上記の操作
を行います。

ご注意

• 通常は初期設定の9kHzのまま使用してくださ
い。

• 周波数間隔を切り換えると、記憶させていた放送
局の情報は失われます。再び入れ直してくださ
い。

記憶させた放送局を取り消すには
1 取り消したい放送局のプリセット番号を選
ぶ。

2 4秒以内(プリセット番号が表示されている
間)に、プリセット番号と「M」の表示が消
えるまでxボタンを押したままにする。
選んだ放送局が取り消され、その番号以降
の放送局のプリセット番号が１つずつくり
上がります。

ご注意

停電や電源コードを抜いた状態が12時間以上続く
と、記憶させていた放送局の情報は失われます。再
び入れ直してください。また同じ理由で、電池の交
換も12時間以内に行ってください。

記憶させた放送局を聞く（つづき）
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音
質

音質

好みの音質で聞く
音楽や聞き方に合わせた音質の設定を3種類
の中から選べます。また、重低音を強調する
ことができます。

T-BASS

音楽の種類にあった音質を選ぶ

好みの音楽ジャンルボタンを押す
リモコンでは、希望の音質が表示されるま
で、音楽ジャンルボタン(ロック、ポップ、
ジャズ)を繰り返し押します。
R(ロック)→P(ポップ)→J(ジャズ)→取り消し
の順で変わります。

R(ロック) 低音と高音を強調した音
ロックなどを迫力ある音で再現
します。

P(ポップ) おもに中音域を強調した音
ボーカルを際立たせます。

J(ジャズ) 低音域を強調した音
ベースなどの音に厚みを加えま
す。

音楽ジャンルの設定を取り消すには
今選ばれている音質のボタンを1回押すか、
選ばれていない音質のボタンを2回押しま
す。(リモコンでは、「R」、「P」、「J」の表示
が消えるまで、音楽ジャンルボタンを繰り返
し押します。)

迫力ある重低音を楽しむ

T-BASSボタンを押す。
T-BASSランプが点灯します。
通常の音質に戻すには、もう一度T-BASSボ
タンを押してT-BASSランプを消します。
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マイク

マイクを使う
本機にステレオミニプラグ付きのマイク(別
売り)をつないで、CDなどの演奏に合わせて
歌ったり、演奏と歌声を一緒に録音すること
ができます。

z

1 マイクジャックにマイク(別売り)
をつなぐ。
マイクにスイッチがあればスイッチを
オンにします。

2 ファンクションボタン（テープ、
ラジオ、CD）を押して、合わせ
て歌う音源を準備し、演奏を始め
る。

3 マイク音量を調節する。

マイクの歌声と音楽を合わせて録音する
DECK 1に録音用カセットを入れてzボタン
を押します。

ご注意

• 倍速ダビング中は、マイクの声を録音することは
できません。

• エコー内蔵のマイクはピーッという音(ハウリン
グ)を起こしやすいので、マイク音量を小さくし
てお使いください。

• マイクを使っているときにハウリングが出たら、
音量を下げるか、マイクの頭をスピーカーと違う
方向に向けてください。
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タ
イ
マ
ー

音楽を聞きながら眠る
指定した時間がたつと、自動的に電源が切れ
ます。90分から10分までの間で、10分単位
で選ぶことができます。音楽を聞きながら安
心してお休みになれます。

1 聞きたい音楽の演奏を始める。

2 「30」が点滅するまで、くり返し/
スリープボタンを押したままにす
る。

3 4秒以内に.または>ボタン
を繰り返し押して、時間(分)を選
ぶ。
90分から10分までの間で、10分単位で
選ぶことができます。
スリープ機能が働いているときは、「•」
表示が点滅します。

タイマー
残り時間を確認するには
くり返し/スリープボタンを押したままにし
て、残り時間を表示させます。残り時間は約

4秒間表示されます。

スリープ機能を途中で止めるには
残り時間が表示されている間に、.または
>ボタンを繰り返し押して「OFF」を表示
させます。

ご注意

テープを聞きながら電源が切れると、カセットデッ
キのNボタンは戻りません。x/Zボタンを押して
元に戻してください。



24 準備

1スピーカーを本体につなぐ
1 スピーカーのガイドレールを本体に
合わせてから、矢印の方向にスピー
カーをスライドさせます。

2 左(L)スピーカーコードをLの端子に、
右(R)のスピーカーコードをRの端子
につなぎます。
赤いコードをe端子に、黒いコードを
E端子につなぎます。つなぐときは、
端子のレバーを矢印の方向に押して、
コードの先を端子に差し込みます。

準備

電源を準備する
家庭用電源または、乾電池のいずれかを選んでお使いになれます。
録音するときは、電力消費量が大きいため、家庭用電源でお使いください。

スピーカーを本体から取り外すには
スピーカーのノブを押さえながら、矢印
の方向にスピーカーをスライドさせま
す。

ご注意

付属以外のスピーカーをつながないでくださ
い。

1 スピーカー端子

2 ACジャック

右スピーカー

4 乾電池収納部

スピーカーコード

左スピーカー

壁のコンセントへ

電源コード(付属)

ガイドレール

ノブ
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準
備

2電源コードを接続する
本機のACジャックへ差し込んだあと、
壁のコンセントへ差し込んでください。

3 リモコンに乾電池を入れる
リモコン裏面

単3形乾電池2個（付属）

乾電池の交換について
乾電池が消耗してくると、リモコンで操作で
きる距離が短くなります。乾電池をすべて新
しいものと交換してください。

4乾電池で使う
乾電池でお使いになるときは、本体か
ら電源コードを抜いてください。

単1形乾電池8個（別売り）

乾電池の交換について
乾電池のみで使用中、乾電池が消耗してくる
と電源/電池ランプが暗くなったり、自動的に
電源が切れたりします。乾電池をすべて新し
いものと交換してください。

ご注意

• 乾電池を出し入れするときは、CDを取り出して
おいてください。CDぶたの中でCDがずれて、
傷つくおそれがあります。

• 乾電池でお使いの場合、リモコンの電源ボタンや
バンドボタンで電源を入れることはできません。

• カセットデッキのボタンが押されているときは、
リモコンの電源ボタンを押しても電源を切ること
ができません。

• 停電や電源コードを抜いた状態が12時間以上続
くと、記憶させていた放送局の情報は失われま
す。再び入れ直してください。また同じ理由で、
電池の交換も12時間以内に行ってください。
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その他

使用上のご注意
取り扱いについて

• CDぶたを開けたまま放置しないでください。内
部にゴミやほこりが入り、故障の原因になること
があります。

• 本機のスピーカーには強力な磁石を使っていま
す。次のようなものは本機のそばに置かないでく
ださい。磁気が変化して不具合がおきることがあ
ります。

– 時計
– クレジットカードなどの磁気カード
– カセットテープ、ビデオテープなどの磁気テ–
プ

また、本機をテレビの近くには置かないでくださ
い。テレビの画像が乱れることがあります。

• カセットデッキを長い間使わなかったときは、数
分間再生状態にして、ならし運転をしてくださ
い。よい状態でお使いいただけます。

CDについて
• 本機では円形ディスクのみお使いいただけます。
円形以外の特殊な形状(星型、ハート型、カード
型など)をしたディスクを使用すると、本機の故
障の原因となることがあります。

• CD-R/CD-RWについて
本機は、CD-DAフォーマット＊で記録された

CD-R(レコーダブル)およびCD-RW(リライタブ
ル)ディスクを再生することができます。ただ
し、ディスクや記録に使用したレコーダーの状態
によって再生できない場合があります。
＊CD-DAはCompact Disc Digital Audioの略
で、一般オーディオCDに使用されている、音
楽収録用の規格です。

• 著作権保護技術付き音楽ディスクについて
本機は、コンパクトディスク(CD)規格に準拠し
た音楽ディスクの再生を前提として、設計されて
います。最近、いくつかのレコード会社より著作
権保護を目的とした技術が搭載された音楽ディス
クが販売されていますが、これらの中にはCD規
格に準拠してないものもあり、本機で再生できな
い場合があります。

CDの取り扱いかた
• 文字の書かれていない面（演奏面）に触れないよ
うに持ちます。

• 紙やシールなどを貼ったり、傷つけたりしないで
ください。

      

• 長時間演奏しないときは、ケースに入れて保存し
てください。ケースに入れずに重ねて置いたり、
ななめに立てかけておくとそりの原因になりま
す。

CDのお手入れのしかた
• 指紋やほこりによるCDの汚れは、音質低下の原
因になります。いつもきれいにしておきましょ
う。

• ふだんのお手入れは、柔らかい布でCDの中心か
ら外の方向へ軽く拭きます。

• 汚れがひどいときは、水で少し湿らせた布で拭い
たあと、さらに乾いた布で水気を拭き取ってくだ
さい。

• ベンジンやレコードクリーナー、静電気防止剤な
どは、CDを傷めることがありますので、使わな
いでください。

大切な録音を守るー誤消去防止

ツメを折ると録音できなくなるので、誤って録音内
容を消してしまうミスが防げます。ツメを折っても
穴をセロハンテープなどでふさげば再び録音できま
す。

長時間テープをお使いのときは

90分を超えるテープは長時間使用には便利ですが、
薄く伸びやすいテープです。こきざみな走行、停
止、早送り、早戻しなどを繰り返すと、テープが機
械に巻き込まれる場合がありますので、ご注意くだ
さい。

A面

A面のツメ
B面のツメ
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故障かな?と思ったら
サービス窓口にご相談になる前にもう一度チェックしてみてください。ご不明な点があるときは

39ページに記載されているアイワお客様ご相談センターへお問い合わせください。

共通

症状

電源が入らない。

電源/電池ランプが暗くなる。

音が出ない。

雑音が入る。

ＣＤ部

症状

演奏が始まらない。

チェック項目

• 電源コードをACジャックとコンセントにしっかり差し込
む。

• 乾電池が正しく入っているか確認する。
• 乾電池が消耗していたら、すべて新しいものと交換する。
• 乾電池でお使いの場合、リモコンで電源を入れることはでき
ません。

• 乾電池をすべて新しいものと交換する。

• 表示窓に使用したい機能が表示されているか確認する。
• 音量を調節する。
• スピーカーコードが正しく接続されているか確認する。
• スピーカーで聞くときは、ヘッドホンをヘッドホンジャック
から抜く。

• 近くで携帯電話などの電波を発する機器を使用している。
c 携帯電話などを本機から離して使用する。

チェック項目

• CDぶたが閉まっていることを確認する。
• 乾電池が消耗していたら、すべて新しいものと交換する。
• CDが裏返し。
c 文字のある面を上にする。

• CDの汚れがひどい。
c クリーニングする。（26ページ）

• レンズに露（水滴）がついている。
c CDを取り出してCDぶたを開けたまま1時間くらい置く。

• CD-R/CD-RWに何も記録されていない。
• ファイナライズ処理（通常のCDプレーヤーで再生できるよう
にする処理）をされていないCD-R/CD-RWディスクは再生
できません。

• CD-R/CD-RWでは、ディスクや記録に使用したレコーダー
の状態によって再生できない場合があります。

次のページへつづく
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故障かな?と思ったら（つづき）

ＣＤ部

症状

音がとぶ。
雑音が入る。

CDを聞くと、近くのテレビや
ラジオに雑音が入る。

ラジオ部

症状

FM受信時、ステレオにならない。

雑音が入る。

チェック項目

• CDによっては音がとぶことがあります。音量を下げてくださ
い。

• CDの汚れがひどい。
c クリーニングする。（26ページ）

• CDに傷がある。
c CDを取り換える。

• 振動のない場所に置く。
• CD-R/CD-RWでは、ディスクや記録に使用したレコーダー
の状態によって、再生された音がとんだり雑音が入ることが
あります。

• 著作権保護技術付音楽ディスクは、再生できない場合があり
ます。(26ページ)

• 本機をテレビやラジオからできるだけ離す。

チェック項目

• FMモード/OSCボタンを押して、「MONO」表示を消す。
• ステレオ放送のときのみステレオで聞くことができます。

• FMステレオ放送を受信しているときは、受信状態によっては
雑音が多くなります。FMモード/OSCボタンを押して
「MONO」を表示させてください。音はモノラルになります。

• テレビの近くでAM放送を受信すると、AM放送に雑音が入る
ことがあります。また、室内アンテナを使用しているテレビ
の近くで、本機でFM放送を聞くと、テレビの画像が乱れるこ
とがあります。このようなときは、本機をテレビから離して
ください。

• AM放送受信時にリモコンで操作すると雑音が入ることがあり
ます。

• このラジオ（チューナー）のテレビ音声回路はFM放送の受信回
路と兼用になっています。このため一部の地域ではテレビ2ま
たは3チャンネルの音声を受信中、FM放送が混じって聞こえ
ることがあります。その場合にはお近くのソニーサービス窓
口またはアイワお客様ご相談センターにご相談ください。

• 乾電池が消耗していたら、すべて新しいものと交換する。
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テープ部

症状

操作ボタンを押してもテープ
が動かない。

前の録音が完全に消えない。

録音ができない。

雑音が多い。
音質が良くない。

音が歪む。

リモコン

症状

リモコンで操作ができない。

本機はマイコンを使用し、各連係動作を行っています。そのため、電源事情その他により、動
作が不安定になることがあります。上記以外で動作が正常でないときは、電源/1スタンバイボ
タンを押して電源を切った後、本体の電源/1スタンバイボタンを押しながらxボタンを押して
リセットします。この操作でリセットされない場合は、電源コードを抜き、電池をすべて取り
出してしばらくそのままにした後、電源を入れ直してください。正しく動く場合があります。
それでも正しく動かないときは、お買い上げ店またはソニーサービス窓口、アイワお客様ご相
談センターにご連絡ください。

チェック項目

• カセットぶたをきちんと閉める。

• 消去ヘッドをクリーニングする。（30ページ）
• 乾電池が消耗していたら、すべて新しいものと交換する。
• TYPE II（ハイポジション）、TYPE IV（メタル）テープを使っている。
c 録音できるテープはTYPE I（ノーマル）のみです。

• カセットを正しく入れる。
• デッキに入れたカセットのツメが折れていたら、穴をセロハンテープ
などでふさぐ。

• 乾電池が消耗していたら、すべて新しいものと交換する。
• ヘッド、ピンチローラー、キャプスタンをクリーニングする。
（30ページ）

• 市販のヘッド消磁器を使ってヘッドを消磁する。（30ページ）

• TYPE II（ハイポジション）またはTYPE IV（メタル）テープはお使いに
なれません。TYPE I（ノーマル）テープをお使いください。

チェック項目

• リモコンの電池が消耗していたら、新しいものと交換する。
（25ページ）

• リモコンを本体へ向けて操作する。
• 本体とリモコンの間に障害物があったら、取り除く。
• 本体リモコン受光部に強い光（直射日光や高周波点灯の蛍光灯など）が
当たっていたら、当たらないようにする。
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お手入れ
ヘッド部のクリーニング
長い間使っていると、ヘッドが汚れてきて音
が悪くなったり、途切れたり、あるいは録音
ができなくなったりすることがあります。よ
りよい音でステレオ録音、再生を楽しむため
に、10時間程度使ったら、市販の綿棒とク
リーニング液でヘッド、キャプスタン、ピン
チローラーをきれいにしてください。

録音/再生ヘッドの消磁
長い間使っていたり、録音/再生ヘッドに磁気
を帯びたドライバーなどが触れたりすると、
ヘッドが磁化され、そのまま録音や再生をする
とボソボソという雑音が入ります。このような
ときは、市販のヘッド消磁器を使って録音/再
生ヘッドに消磁をしてください。

キャビネットのクリーニング
本体の表面が汚れたときは、柔らかい布でか
ら拭きします。汚れがひどいときは、薄い中
性洗剤液でしめらせた布で拭いてください。
シンナー、ベンジン、アルコールなどは表面
の仕上げを傷めますので使わないでくださ
い。

DECK 1
録音/再生ヘッド

キャプスタン

消去ヘッド ピンチローラー

レンズ

DECK 2
再生ヘッド

キャプスタン

ピンチローラー
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保証書とアフターサー
ビス
保証書
所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、
大切に保存してください。
保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

アフターサービス
調子が悪いときはまずチェックを

この説明書をもう一度ご覧になってお調べくださ
い。

それでも具合の悪いときは

お買い上げ店または添付の「アイワご相談窓口のご
案内」にあるお近くのソニーサービス窓口、アイワ
お客様ご相談センターにご相談ください。

保証期間中の修理は

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきま
す。詳しくは保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理は

修理によって機能が維持できる場合は、ご要望によ
り有料で修理させていただきます。

部品の保有期間について

当社ではCDステレオラジオカセットレコーダーの
補修用性能部品(製品の機能を維持するために必要
な部品)を、製造打ち切り後6年間保有しています。
この部品保有期間を修理可能の期間とさせていただ
きます。保有期間が経過した後も、故障箇所によっ
ては修理可能な場合がありますので、お買い上げ店
またはソニーサービス窓口、アイワお客様ご相談セ
ンターにご相談ください。
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電池持続時間

  使用乾電池 ソニースーパー ソニーアルカリ
測定条件 R20P LR20

テープ再生時** 約5時間 約18時間
（JEITA）

FM録音時 約8時間 約24時間
（JEITA）

CD再生時** 約2.5時間 約8時間
（JEITA）

* JEITA（電子情報技術産業協会）規格による測定
値です。

**音量6分目程度

最大外形寸法 本体：
約274 × 245 × 219 mm
(幅 × 高さ × 奥行き) (最大突
起部含む) (JEITA)
スピーカー：
約160 × 236 × 170 mm
（幅 × 高さ × 奥行き）
(JEITA)

質量 本体：約3.1 kg
本体ご使用時：約4.2 kg(乾
電池、CD、テープ含む)
スピーカー：約0.9 kg × 2

付属品 リモコン(1)
リモコン用単3形乾電池(2)
電源コード(1)
取扱説明書・保証書(1)
アイワご相談窓口のご案内

(1)

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更
することがありますが、ご了承ください。

主な仕様
CDプレーヤー部
型式 コンパクトディスクデジタル

オーディオシステム
チャンネル数 2チャンネル
ワウ・フラッター 測定限界以下
周波数特性 40 - 20,000 Hz + 2/–6 dB

ラジオ部
受信周波数 FM/TV(1 - 3 CH)：

76 - 108 MHz
AM：531 - 1,629 kHz

(9 kHzステップ)
530 - 1,710 kHz
(10 kHzステップ)

アンテナ FM/TV：ロッドアンテナ
AM：フェライトバーアンテ
ナ内蔵

カセットデッキ部
トラック方式 4トラック2チャンネル
早巻き時間 約2分(ソニーカセットテープ

C-60使用)
周波数範囲 TYPE I (ノーマル)カセッ

ト：50 - 12,000 Hz
(JEITA*)

共通部
スピーカー フルレンジ：12cm、

3.0Ω、コーン型(2)
出力端子 ヘッドホン(ステレオミニ

ジャック)1個、負荷インピー
ダンス16 - 68 Ω

入力端子 マイク(ミニジャック)1個
実用最大出力 4.5 W + 4.5 W (JEITA/

3.0Ω)
電源 本体用：

家庭用電源(AC 100V、50/
60Hz)、単1形乾電池8個使
用(DC 12V)
リモコン用：
単3形乾電池2個使用(DC
3V)

消費電力 19W
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各部のなまえ
本体

くわしい説明は（　）内のページをご覧ください。

1  u聞く/一時停止/プリセットボタン
(9、19)

2 電源/電池ランプ(25)
3 マイク音量つまみ(22)
4 マイクジャック(22)
5 ヘッドホンジャック

6 ファンクションボタン
電源/1スタンバイ/テープ(9、11、12、
13)
ラジオ/バンド(10)
CD(8)

7 DECK 1のカセットぶた
8 くり返し/スリープボタン(16、23)

FMモード/OSCボタン(11、15)
9 DECK 1の操作ボタン

z(録音)(15、18、22)
N(再生)(12)
m(巻戻し)(13)
M(早送り)(13)
x/Z(停止/取り出し)(12～15)
X(一時停止)(13、15)

0 ■止める/メモリーボタン(9、17～20)

qa .、>(選局 上げる、下げる)ボタン
(9、10、16～19)

qs CDぶた
qd 倍速ダビングランプ(15)
qf

ティーベース

T-BASSランプ(21)
qg 音量U、uボタン(9、11、13)
qh

ティーベース

T-BASSボタン(21)
qj 音楽ジャンルボタン(21)
ロック
ポップ
ジャズ

qk DECK 2のカセットぶた
ql ダビングスピード(倍速/標準)ボタン(15)
w; DECK 2の操作ボタン

N(再生)(12、15)
m(巻戻し)(13)
M(早送り)(13)
x/Z(停止/取り出し)(12～14)
X(一時停止)(13)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

qa

qs

qd

qf

qg

qh

qj

qk

w;

ql

次のページへつづく
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リモコン

1 数字ボタン(16、17、19)

2 表示切換ボタン(9、11)

3 音楽ジャンルボタン(21)

4 バンドボタン(10、14、19)

5 電源ボタン(8、9、11～13)

6 ./m、>/M頭出し/サーチボタン
(9、10、16～19)

7 くり返しボタン(16)

7

8

9

q;

qa

qs

qd

1

2

3

4

5

6

各部のなまえ（つづき）

8 モードボタン(11)

9 ファンクションボタン(8、12、16、
17、22)

0 音量U、uボタン(9、11、13)

qa X一時停止ボタン(9)

qs N聞くボタン(9、16～19)

qd ■止めるボタン(9、17～19)
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五十音順

ア行

お手入れ  30
音楽ジャンル  21

カ行

乾電池
本体用  25
リモコン用  25

繰り返し聞く  16
高速ダビング  15

サ行

サーチ  16
再生する

CD  8
テープ  12

重低音  21
受信状態をよくする  11
スリープ  23
接続

スピーカー  24
電源コード  24

タ、ナ行

調節する
音質  21
音量  9、11、13、22

テープ  12
電源

家庭用コンセント  24
乾電池  25

ハ行

プリセット選局  19
プログラム演奏  17
ヘッドの消磁  30
放送局を記憶させる  19

マ、ヤ行

マイクを使う  22

ラ、ワ行

ラジオ  10、19
リセット  29
リピート演奏  16
録音

CD  14
誤消去防止  26
ダビング(テープからテープ

へ)  14
ラジオ  14

索引
アルファベット順

T-BASS  21
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Printed in China

保証書

CDキャリーコンポーネントシステム

XG-K56

T01-A2-1

>「お問い合わせ窓口
のご案内」については、
裏(39ページ)をご覧く
ださい。

ソニー株式会社
〒141-0001
東京都品川区北品川6-7-35
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